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 保護者のみなさまにおかれましては，益々ご健勝のことと思います。平素は本校教育にご理解・ご協力

いただき，誠にありがとうございます。 
12 月に行わせて頂きました「子ども達の生活をよりよいものにするための自己評価」を通して，「児

童」「保護者」「教職員」それぞれの立場で自分自身を振り返る機会を作らせて頂きました。ご協力ありが

とうございました。 
 学校教育目標として「凛として挑む」を掲げておりますが，「目指す子ども像」である「挑戦する子」

「忍耐力のある子」「優しくできる子」「笑顔で元気な子」の４つの視点で分析・考察しました。その結果

をもとに現状を把握し，今後の学校の取組に活かしてまいります。 

 

挑戦する子 

（8 項目） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 学校の目指す子ども像「挑戦する子」に関する項目です。やはり「挑戦しよう」という気持ちを持つ

ためには，やりがいを感じることができたり，楽しんでできたりするものでなくてはなりません。「授

業」に関しても，そういうものであって欲しいと感じています。 
児童の設問 8 を見ると「そう思う」の割合が 42％，「だいたいそう思う」を含めると 82％という結果

で，前期学校評価と比べても横ばいでした。一方，教職員の授業に対しての意識は，「そう思う」「だい

たいそう思う」が前期 84％から後期 96％と向上が見られます。教職員の思いや工夫が児童に伝わり，楽

しんで授業に取り組めるように，更なる努力を続けてまいります。 

忍耐力のある子 
（6 項目） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校の目指す子ども像「忍耐力のある子」に関する項目です。係や当番，掃除は子ども達にとって，

ちょっとした「仕事」です。面倒に感じてしまう時もあるかもしれませんが，自分なりにやりがいを感

じて取り組めば，丁寧に続けていくことができそうです。 
児童の設問 6 を見ると「そう思う」の割合が 61％，「だいたいそう思う」を含めると 92％と前期の

92％に引き続き高水準です。一方で，保護者の方の「そう思う」「だいたいそう思う」を合わせると

46％でした。保護者の方も学校での頑張りを認め，お家では休ませてあげているのかもしれませんね。

今後は，自分で動きだす姿勢を大事にし，続ける大切さも伝えていきたいです。 
 
優しくできる子 
（9 項目） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校の目指す子ども像「優しくできる子」に関する項目です。やはり「優しくできる子」は，人のこ

とを大切にし，人の話をしっかりと聞こうとするものです。 
児童の設問 9 を見ると「そう思う」の割合が 42％，「だいたいそう思う」を含めると 86％と後期の

86％と比べて横ばいです。一方，教職員の意識は，「そう思う」「大体そう思う」を合わせると 100％と

高い割合です。授業を進めていくには，話している相手を大事にし，また聞き手を大事にし，みんなで

授業を進めていこうという気持ちが大切です。授業の中で，勉強を教えながらも人として大切なことも

伝えていきたいです。 

学校教育目標  凛として挑む 
～好奇心・探求心をもち 共に学び続ける山階南～ 

●挑戦する子 ●忍耐力のある子 ●優しくできる子 ●笑顔で元気な子 
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笑顔で元気な子 

（3 項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の目指す子ども像「笑顔で元気な子」に関する項目です。自信を持つことができれば，自然と笑

顔になり，元気もでるのではないかと思います。 

児童の設問 3 を見ると「そう思う」の割合が 28％，「だいたいそう思う」を含めると 60％です。前期

の学校評価でも 60％とアンケートの中で一番数値が悪い項目です。大人は，褒めたりよいところを見つ

け，伝えているつもりですが，子ども達にとっては自信を持つには至っていないようです。学校生活の

中でも，子ども達が互いに認め合い，自分らしさを磨くことができるよう指導していきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度「子ども達の生活をよりよいものにするための自己評価」【後期】集計結果 Ａ（そう思う）とＢ（だいたいそう思う）を合わせた数 

児…児童 保…保護者・地域 教…教職員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【アンケートの取組について】 

 前回のアンケートのご意見の中で，アンケート項目の改善を求める声がありましたので，より教

職員の指導を振り返り，今後に活かせるような項目 17 項目 18 を付け加えました。 

 保護者の方のアンケートが，用紙記入の時は，７割程度お答え頂いていたのに対して，forms を取

り入れてから 3 割程度と低迷しています。また，forms を取り入れて前回から比べても解答件数

は，276→216 とさらにダウンしています。より，多くの声を聞き，今後の指導に活かしてまいり

たいと考えております。来年度のアンケートでは，更なるご協力をお願い致します。 

 

【学校運営協議会理事会より】 
 ここ 2 年間、コロナ禍で地域と関わる行事がなくなったことが，数字で明らかな結果として

出ている。子どもではなく，保護者、教員の中に特に強くでている現実はとても寂しいこと。

方法を変えつつも，まずは交流が大切かもしれない。子どもたちが楽しみにしている行事を

復活させたい。 
 読書は毎年の課題。今は ICT もあり，授業も変わってきているので電子書籍等を用いて子

どもが興味を持つ工夫が必要。 
 自分のよさを言うことができる子が少ないことが気になる。コロナ禍で，友達と大声で笑っ

たり，体を動かしたりする活動ができないことが影響しているのではないか。1 日も早く， 

コロナが収束し，元気な毎日が帰ってきて欲しい。 
 


